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快よい柴の菅 iこ陶酔するといふ事は如何 iこも気持のよいもので

蓄音器やクヂ .:it で美しい曲 iこ聴き λ るのも愉快な事である有る。

良ら読するに至つ共の美しい歌を自ら奏で、叉一歩．進んで、し、

日頃愛爾するメ官デイが不t~ ら幾しみ是に越すものは無からう。

騒い気持で是に伴奏するにはウウレレは貨に趨嘗

上越すればウクレレで濁奏をする事も難〈ない。な難器である。

ともあれ此の幾器の生む可憐な音色を自分の物とするのは、

園口に出？と時、

左程

努力を要する事ではない。

近年アメ 9 ;JJ 各地で大ウタ しレは元燕 J、ヲイの幾器で有るが、

多〈伴奏盛んな流行を見た却々屯グー：..＂.なもので、いじ行はれ、

共の構畿は大館蹄絃幾様であって、楽器として和絃が奏される。

梓には Y レフトが有って胴には響孔を備へ、

絃は第一絃と第四絃

tこ u アイぇ. , y の E線

第二絃と第三絃には同

是の調

第二

グアイオ 9 :/ OJ A 

此

の様に第一絃から第二

四本の絃が張られる。

第三絃を C 、

第四絃を G に合せる。

胴と梓とから成 b 、

即も次闘の遁 b で、

紘は第ー絃~ A、

続を使用する。

絃~ E屯

じ〈

第三絃と順次に低絃、

:jjjj18i 
, 

z 、

第四絃に至。〈な b 、



て再び高〈なる、のは、ウタしレ調絃法網得のもので有るe

左記の調絃法以外 tこ第 － i を B、第
ニ絃を F払第三絃を D、第四絃を A に

－合せる方法が有るが、本書は総て前者

の方誌を採用する事にした。

ヨ反 応岡本の絃のそれぞれを指板の上

で押へる事 tこ依 τ 各絃十四遁 b 穫の菅

を出す事炉問操る．から、金絃を遁じ τ

指で押へる箇所即も勘所は五十四筒所

程になる。此蕗に共の各絃の押へ場所

斗
G c E A 

·····~ ...拘－・山h・・・.............. .• 
• s官第.
岡三ニー

絃縁結絃，

之、－それ tこ依 τ 得る菅とを問解を以て示す事にしゃう。備ウ 0 レ

レは指板に ；？ y'tJJ.(壷！桟）が有って、普が隈 S れ τ 居る故、一つの

押へ揚所はピアノや方＂＇メ，. ：；.－＇の如〈ニ様の菅名を有する事になる。
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G 調（船、 D 鯛 t＃＃）、 A l113. （内）、等の如〈調子路線に持の有る曲に於

ては、上闘の韓関の場合 tこ於りる菅名が多〈用ひられ、 F調 nh

Bb 調。b）、 Eb 調（ bbb ）、 の如き b の附いた菅の多い曲には b 調の

場合の管名が多〈用ひられる。要するに同ーのa勘所でこつの菅名

を併世有するのである事を記憶され tt ぃ。

前記の闘解に依ると金絃の勘所は五十数箇所も有って、是~充

分舎得するのは容易な事でない様に恩は iれるが、上達してウタレ

レ調奏をする程度に到れば格別、普通伴奏鱒を輝 t には上部敷箇

所の勘所を使用すれば充分事足 b るので有るから鶏視して欲しい。

愈 E 此の幾器の奏法に移る占して、先づ共の持ち方であるが、

先づ左手の栂指と示指とで梓の上部を極〈持も、右手の腕で胴の

尾部を抱える様に押へて楽器の位置を固定する。比の時左手の指

先は何時でも自由 tこ働かせなりればならぬので有る故、幾器は右

ー手の脆？ごりでしっか b と押へ、左手を離して共の位置を保も得る

様じしておく。左手の指は決して幾器を持つては不可ぬ。ほんの

支へといふ穏度で駿〈梓の背に栂指をあて、残る四本の指は自由

自在 iこ指叡 ..b-lこ滑摺せしめ、而して右手の各指が縦横に絃を掻鳴

すのである，

ヨたに右手の開き方を越ぺる事とする。ウタレレは多〈伴奏を奏

するに用ひられるが、若し是を以て旋律を輝〈時は、ギターの如

｛右手の叶、指~腹 J阪の上におき、揖指、示指、中指時には薬指を

用ひ、持指は上よれ他の指は下よ b、何れも指の腹を以て絃を

掠〈ので有る。

伴奏を弾〈時は、四本の絃を同時に聞いて和音くChQrd）を出すが

．．、是には二種の奏怯が有る。其のーはョ ν~ ･ ;t. トローグ（Common

Stroke）と稽する方法で、此の奏法は右手の示指を以て四本の絃~

頓ヨえに念越に弾〈のであるが、打 t> 下ゐし、即ち第四絃よ b 第一

3 



結へかけて膿〈時は示指の背中、つま b 爪の部分で蹄き、反撃サに

第ー絃から第四絃へ掛けて晦〈掬ひ上げの際は示指の腹を以て蹄

〈。打も下んしは門の記抗、掬ひ上げはV の記競を以て示すので、

ある。

次の方訟はロ』 JV ストローク（Roll Stroke）と稽し、右手の五指金

部を使用して会絃を蹄〈のでめるが、打も下ろしは小指、薬指、

中指、示指、栂指の順に各指を少しづ〉間隔をおいてバラ y ！打

も下ろす。掬ひ上げはニれを逆に行って栂指から、示指、中指、

薬指、小指の順に掬ひ上げる。上記二種の奏誌とも必らすも指の腹

或は爪で弾 t ぺきで、決して指の側面で弾いてはならない。是は

大盤菅を汚な〈濁らせるものである。 ロー JV~ トロ F ~は打も下

ろしに f、、掬ひ上げに、J の記鵠を用ひる。

ウクレレ各種のストロ F ~中共の根本となるぺき物は上記の二

種で有って、他は皆此等の各所に於げる臆用に過ぎ号、。

式に依るストロークは各人特有の方法を持つものであるから是は
諸君の御研究に｛突っ事として、 l出慮に最も一般的なストローク敷

績を記載して御参考に供する事としゃう。

ト ν:e ロぷトロ戸ク此のストロ－~はヨシ屯 γ ストロークの念

又曲の形

速な連績で有って、楽譜に示す占次の如きもので有る。

書門｜法 vi 円卓鍾ー届菌詰量 r撞誼「 vi 

＿，ト ・・ 4・尋尋司弘事・尋尋尋尋尋・・尋・・司酔骨噌凶砂 ・司ト

トローグ :2 ：，..＂毛 ￥~ トロ F P じで三越菅を揮奏

円
差
事季歪

ト y 'rJ プ JV~

する方法であって、 ~の如きものであるo

,fl 円！ ”尚南 v~~

・J 寸， ．，・...・夢吋，4’寸’寸’

ヲ P ツストローグ是は曲の形s式に盛るぷトローグであるが、 次

第二、拍、の闘に解〈如｛、第一拍にローノν ストロ F " ~使用し、

第三拍 t二ヨム：：（； ：.－－·~トロ h タを用ひる方法である。

" ＇－（ 円l 円I y 円~円l

91 寸， ．，・ 4酔 4・ι 司ト司酔ー・－
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献に幾度か説明し t~ 様 t：、ウウレレは元療が伴奏鎚器で有るか

ら、常 tこ各種の和音を弾奏するので定手の指は、多〈四つの勘所

を押へる事を必要とする。底力f、製轄に依て三つも四つもの複菅
を霞み、其の勘所主？知る事は仲々容易な事ではないので、是~圃

解に依 τ 知らしめる至極便利な方法が有る。即も下圃の様にウク

レレの指板を園に表はし押へるべき箇蕗に黒撒を附して示してめ

る。 1. 2. 3. 

自 2ff君 国
間白輸は開放絃を示し、小数字は共の勘所を押へるぺき指 1 は示

指、 2 中指、 8 薬指、 4 小指を示してあるのであるが、これは何れ

も省略された場合が多い。

果勅は勘所であって上聞第一の場合は、第一絃の三番目の勧所
を押へ、他は開放絃で、是に依って得る昔は G~C.E.C で即も C 長

調の主和絃が得られたのである。．

" I 
m ・’i

・J 司ト

第二の園ぽは第二絃の一番目 h 第四絃の二番目の勘所を押へ

他は開放絃で、 A.C.F.A の四昔、即も F 長調の主和絃が得られる。

第三は第一絃の二番目、第二絃のー番目、第三絃の二番目の勘

所者？を甲へ、第四絃は開放で、得る菅は G.D.F.B で G 長の七度の和

音である。ウクレレ用の幾譜には大低此の閥解がついて居るから
是を見る方法さへ曾得し tt ならば、如何なる曲でもー目瞭然、い

と容易〈碍〈事が出家る。

術祭轄の下に C. G7 等と記される文字は各和音の性質を表した

もので、上遣すれば此の文字だりを見ても蝉りる様になる。ゥ。

レレセ掠〈上 tこ於て最も必要なのは各調の主要な和絃の押へ方を
記憶してしまふ事である。武に共の各種の周解を掲げて諸君の御

参考 i二費する事 t 致事う。

s 
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C 長調和佐 自ご三倍♂三三：；歯~－；；.畠－通
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